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平均世帯構成員数は一九九八年は五・一八人（都市部五・五〇人、農村部五・一一人） 、二〇〇八年は四・六八人（都市部四・九二人、農村部四 二 ）である。　
一般家屋の建築素材は、屋根な






六％（都市部五六・九％）が、二〇〇八年二二・ ％（都市部八二・五％）にまで改善した。なお、一九九八年は、農村部で九割近い人々が明かりのために灯油を使用していたが、二 〇八年、灯油の使用は半減し、代わ バッテリーを利用し、電灯やテレビなどの電源とするようになった。　
水道は、都市部では二六・八％
から五六・八％へと普及が大きく進んだ。農村部では、一・五％が四・四％に増加したが、井戸や川の水の使用が主流である。気になるのは、農村部でのトイレ普及率の低さである。一九九八年、農村部の九四％ 家ではトイレがなかったが、二〇〇八年も七七％の家では引き続きトイレがない。筆者の友人は、田舎からプノンペンに出てきたころ「トイレ 閉鎖空間が嫌でしょうがなかった」と言う。生活の変化が農村部に及ぶには、もう少し時間がかかりそうである。なお、センサスから三年経ち、これらの設備は更に普及 進
んでいるものと思われる。●カンボジアの住まいの将来　
一人当たりＧＤＰが数年内に一
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図1　一般家屋の建築資材
（出所）人口センサス1998年および2008年データ（参考文献①）よ
り筆者作成。
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